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令和元年度市政懇談会会議録 

 

開 催 日 時：令和元年５月１６日（木） 午後６時００分～午後６時５０分 

開 催 場 所：あずま公民館 大会議室 

参 加 者：９６人 

市側出席者：五十嵐市長、吉田副市長、德江教育長 

大澤総務部長、細井企画部長、木暮財政部長、新井市民部長、浅見環境部長、 

大山健康推進部長、須永福祉こども部長、町田長寿社会部長、栗田経済部長、 

小暮建設部長、六本木都市計画部長、西川水道局長、五十嵐消防長、 

高尾経営企画部長（市民病院）、斉藤会計管理者、下城議会事務局長、 

光山監査委員事務局長、村井教育部長 

                                            

１ 開  会   司会進行（企画調整課長） 

 

２ 特別職の紹介・市職員（部長職）の紹介 

 

３ 市長あいさつ 

皆様、こんばんは。ご紹介いただきました五十嵐でございます。 

本日は皆様には大変お忙しい中、また、夜分でお疲れのところ市政懇談会に多くの皆様

にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。この市政懇談会でございますが、

年度初めにこの一年伊勢崎市がどんな方向で事業を進めていくか、いくつか具体的な事例

を挙げながらご報告をさせていただいて、また、それに対しまして、皆様からご意見など

伺いながら、より良いいせさきを目指してまいりたいという趣旨のもと、開催をしている

ものでございます。それでは時間の限りもございますので、始めさせていただきたいと思

いますが、ぜひスクリーンをご覧いただきながら、話を聞いていただければありがたいと

存じます。 

 

４ 重点政策の概要 

（１） 令和元年度重点政策について ＜市長説明＞ 

（２） 質疑応答 ＜特別職及び全部長職＞        

 

 ※質問及び回答の要旨を掲載しています。 

◆生活支援事業の協議体活動について 

  【質問】 

    私は、地域包括ケアシステムの生活支援事業の中の協議会に参加しています。東地区の

協議体の中で２年間かけて「おせっかいなまち あずま」という冊子を作りました。これ

は、地域の人たちの支え合いの体制づくりという意味で、皆さんがどういう支え合いをす

るかという、居場所だけではなくみんなが意識を持って参加するようなマニュアルとなっ

ております。このマニュアルは東地区に限定して作成したものですから、東地区の全世帯

に配布したいのですが、協議体の予算がないものですから、その印刷費を出していただけ

れば、全世帯に配布できます。 
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この冊子は、地域のお年寄りや子どもたちの見守りなどの内容を総合的に纏めているマ

ニュアルとなっていますので、ぜひご検討いただければと思います。 

 

【回答】（長寿社会部長） 

    協議体の活動で、新しく冊子を作成されたということでご質問をいただき大変ありがと

うございました。 

協議体は各地区で平成２８年度から随時始まり、地区ごとに協議をしながらその地区の

将来に渡る高齢化についての対策を検討していただいております。東地区では率先して分

かりやすい冊子を作るということで取り組んでいただいておりますが、事務担当も協議体

に参加しご説明させていただいているとおり、本来自主的な事業として行っているもので

すから、すぐに予算をという訳にはいかないと思いますが、可能な範囲で進めていきたい

と思っております。また、今回ご質問をいただきましたので改めて担当者と確認し、取組

を進めていきたいと思っております。 

 

◆市民病院の絵画について 

  【質問】 

私は２年ほど前から伊勢崎市民病院に通い治療をしております。 

院内には、通路やホール、待合室などに絵画が１００枚ほどあると思いますが、作者名

や題材が書いてありません。絵については、福沢一郎氏の絵を購入したが飾る場所がない

ということで、高崎の倉庫に保管して年間の維持費が何千万円と掛っていると思いますが、

美術品の活用についてどのように考えているのかお聞きしたいと思います。 

また、福島病院の跡地あたりに美術館を建設したらどうかと思いますが、市長の今現在

の考えを聞かせてほしいと思います。よろしくお願いします。 

 

【回答】（市長） 

  ご質問ありがとうございました。 

市民病院は、患者さんが闘病されるという場所でございますから、絵画などを飾らせて

いただき気持ちを安らかにして闘病していただければと、病気と立ち向かっていただけれ

ばという意味で飾らせていただいております。作品の多くは、市民の皆さんから寄贈いた

だいたものでございます。ご指摘の件については、病院と確認し、作者名あるいは絵のタ

イトルなど、分かる範囲で掲示をできればと思っております。 

それから、福沢一郎氏の作品については、ご家族などから寄贈いただいたものが多いと

聞いております。以前は、高崎の倉庫に保管をしたこともありましたが、可能な限り活用

できればということで、富岡の美術館や県立美術館に引き受けていただくとともに、掲示

ができる場所があれば掲示をしていきたいと考えており、改修中の文化会館には掲示して

いるところであります。そのような中で、２点ほど倉庫に保管されていますが、保管料も

何千万円とは掛かっておらず、数百万円ほどの保管料だったと思います。これからも可能

な限り活用したいと考えております。 

最後にご質問いただいた美術館構想でございますが、出来得れば伊勢崎も市立美術館が

欲しいところではありますが、財政事情が許す状況となりましたらご要望にお応えできれ

ばと考えております。 
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その後の対応状況 

市民病院の保有する絵画の作者名や題材の掲示については、絵画台帳を基に随時掲示を

行います。 

 

◆交通安全対策について 

  【質問】 

  前回市民プラザでも保育園児の事故について質問しました。今日、はしかのことが心配

でしたので健康推進部に話を聞きました。その後の自転車での帰り道の市役所周辺道路で、

園児２０人ほどが横断歩道を渡っていました。保育士も３人ほどいましたが、それを見て

びっくりしました。大津市の事故や池袋の事故もありましたが、何の反省もなく保育園に

任せているということでしょうか。前回も言いましたが、散歩をしてはいけないのではな

く、するのであれば制服を着た警備員や区長、民生委員、環境指導員などと協議をして、

同行してもらう方法を取ってもらいたいと思います。 

  千葉県でも公園に車が侵入し、保育士が園児を庇い怪我をする事故もありました。今、

そのような事故が多いので、すぐに通知を出すなど、対応してもらいたいと思います。 

 

【回答】（福祉こども部長） 

  私からは、保育施設についてお話させていただきたいと思います。 

保育施設では、国が保育所保育指針を出しており、その中に児童の安全管理に関する項

目があり、各保育施設で安全管理の徹底を図っていただいているところでございます。た

だ、痛ましい事故が起きまして、また公園の中にまで車が侵入し、保育士が怪我をされた

事故がございましたので、改めて文書で各保育所に安全管理の徹底についてお願いをいた

しました。今後口頭でもお願いする機会を設ける予定ですが、保育園から外出することは、

園外保育といい、子どもの成長にとって必要な活動と考えております。 

各園においては、散歩コースを前もって複数の保育士などで確認をし、危険箇所や危険

性の有無などを記録し、全職員が一つの認識を持ち事故の防止に努めていただいている状

況でございまして、今後もその徹底をお願いするとともに、今日いただいた意見を参考に

一層の安全管理に努めていきたいと考えております。 

   

【回答】（教育長） 

  教育委員会では公立幼稚園を管理しており、幼稚園の教育要領として子どもたちが社会

的に自立するために、近くの公園や公共施設を体験して学ぶということを大事にしており

ます。考え方によっては危険なので園舎の中だけで過ごしていく、あるいは家庭の中で過

ごさせるようなこともあるかもしれませんが、子どもたちの将来を考えたときに、子ども

たちが社会的に自立していくため、言葉だけではなく体験活動をするようにしております。

伊勢崎の公立幼稚園では、外に出る場合に必ず３人の指導者をつけ、一番先頭につく職員、

中ほどにつく職員、それから一番後ろにつく職員ということで、それぞれが安全を確認し

遅れる子どもが出ないよう注意し実施しております。 

あのような痛ましい事故が起こった中で、市として考えていることは、誰でもが車を運

転できるわけではなく、免許を持っているという特別な資格がある人だけが運転できるわ

けですので、安全運転の気運を地域の中で作っていくということが、大変重要であると考

えております。 
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なお、幼稚園に対しては大津市の事故が起こった直後に文書にて注意するよう指導して

おります。また、今回千葉県でも事故が起こったわけですが、改めて注意喚起してまいり

たいと考えております。本当に良い質問ありがとうございました。 

 

◇閉会あいさつ（市長） 

皆様には本日、大変お忙しいなか、また夜分でお疲れのところ、市政懇談会にご参加い

ただき、誠にありがとうございました。また、先ほど質疑応答では貴重なご意見をいただ

き、本当にありがとうございました。現在の伊勢崎でございますが、先ほどの報告にもあ

りましたとおり、一番の目標としているのが、将来に渡って人口が減ることのない元気で

あり続ける伊勢崎を目指しております。おかげさまで、昨年１０月１日現在で国が纏めま

した全国市区町村の異動人口調査によりますと、その直近１年間で伊勢崎は７００人の人

口が増えているという報告もございました。このような状況を引き続き続けてまいりたい

と思いますが、そのためにもここにお集まりの皆様、また市民の皆様のご協力なくしてで

きるものではございません。どうぞこれからも皆様のご指導、ご支援、ご協力を引き続き

よろしくお願いを申し上げましてお礼のあいさつに代えさせていただきます。本日は誠に

ありがとうございました。 

 

５ 閉  会（企画調整課長） 

 


